
一般質問

15 No.32  2014 年 2 月号　議会だより　やとみ

   

問 

　
行
政
改
革
大
綱
と
総
合
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

市
は
十
分
理
解
し
行
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
事
業
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
は
、
行
政
改
革
大
綱
に

従
っ
て
実
現
可
能
と
す
る
よ
う

考
え
ら
れ
て
い
る
か
疑
問
に
思

い
尋
ね
る
。

⑴　
自
治
体
間
競
争
が
激
化
す

る
中
、
都
市
施
設
の
整
備
計
画

を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
人
々
が
集
い
活
力
あ
ふ
れ
る

市
街
地
の
形
成
が
進
む
と
し
て

い
る
が
、
本
市
の
長
所
と
短
所

の
説
明
を
求
め
る
。

⑵　
第
１
次
弥
富
市
総
合
計
画

の
実
施
計
画
が
計
画
期
間
を
３

年
間
と
し
、
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

に
よ
る
実
施
計
画
を
毎
年
度
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

⑶　
予
算
、
市
民
の
意
見
に
よ

り
優
先
順
位
を
考
え
計
画
を
見

直
す
と
い
う
こ
と
は
、
計
画
の

全
て
を
初
め
か
ら
施
行
す
る
つ

も
り
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
計

画
に
責
任
を
持
つ
必
要
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
実
行

不
可
能
な
希
望
的
な
計
画
を
相

当
の
経
費
を
か
け
て
ま
で
市
民

へ
告
知
、
知
ら
し
め
る
の
か
。

⑷　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
上

市
民
が
弥
富
駅
周
辺
の
具
体
的

予
想
図
を
示
す
よ
う
求
め
て

も
公
表
し
な
い
の
は
ど
う
し

て
か
。

   

答 

市
長

⑴　

市
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
と

し
て
、
１
点
目
、
高
規
格
道
路

（
東
名
阪
自
動
車
道
、
伊
勢
湾

岸
道
路
）ま
た
、
基
幹
道
路（
国

道
１
号
線
、
国
道
23
号
線
）さ

ら
に
、
都
市
計
画
道
路（
名
古

屋
第
３
環
状
線
、
鍋
田
ふ
頭
の

進
入
路
線
、
中
央
幹
線
道
路
）

と
い
う
道
路
網
が
あ
る
。

　

２
点
目
、
南
部
工
業
地
帯
、

西
部
臨
海
工
業
地
帯
を
中
心
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
港
湾
機
能
。

　

３
点
目
、
23
年
に
愛
知
県
か

ら
航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
特
区
の
指
定
を
最
初
に
認

め
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、
次
世

代
産
業
と
し
て
、
国
、
県
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

４
点
目
、
子
育
て
政
策
な
ど

が
誇
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
は
、
公
共
下
水
道

事
業
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
駅
前
整
備
が
、
お
く

れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
反
省

し
て
い
る
。

   

答 

総
務
部
長

⑵　

多
く
の
事
業
は
、
事
業
施

総
合
計
画
の
実
施
計
画
を

毎
年
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
か

行
前
々
年
度
で
構
想
計
画
、
前

年
度
で
実
施
計
画
、
当
該
年
度

で
本
実
施
、
着
工
と
い
う
工
程

が
多
く
、
計
画
期
間
を
３
年
と

し
て
い
る
。

　

急
速
に
変
化
す
る
社
会
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

よ
り
効
果
の
高
い
実
施
方
法
や

新
規
事
業
を
常
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度

見
直
し
を
行
う
。

⑶　

総
合
計
画
は
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
で
あ
り
、
基
本

構
想
は
向
こ
う
10
年
間
の
計
画

期
間
、
基
本
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ

５
年
間
の
計
画
期
間
と
し
て
計

画
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
計
画
期
間
に
事
業
の
推
進
目

標
、
理
念
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。

   

答 

開
発
部
長

⑷　

鉄
道
事
業
者（
J
R
東
海
・

名
鉄
）か
ら
、
合
意
に
至
っ
て

い
な
い
途
中
経
過
の
段
階
で
の

計
画
案
等
の
公
表
は
差
し
控
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
強
い
要
請

が
あ
る
た
め
。

   
問 

⑴　
未
使
用
公
有
財
産
の
有
効

識
市
会

 
川
瀬 

知
之 

議
員

活
用
を
検
討
し
て
い
る
土
地

（
稲
元
、境
２
筆
、鍋
田
、海
屋
）

の
維
持
費
は
ど
の
程
度
か
か
り

続
け
る
の
か
。

⑵　
未
使
用
公
有
財
産
で
の
太

陽
光
発
電
事
業
主
の
選
定
は
進

ん
で
い
る
か
。

⑶　
太
陽
光
発
電
売
電
価
格
が

年
々
下
が
り
、
太
陽
光
発
電
事

業
が
難
し
く
な
る
中
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

   

答 

総
務
部
長

⑴　

年
に
よ
っ
て
収
入
と
な
る

賃
借
料
に
変
動
が
あ
る
。

　

支
出
と
な
る
草
刈
等
の
維
持

管
理
費
を
差
し
引
く
と
、
５
年

間
の
平
均
額
で
年
18
万
６
千
円

の
支
出
超
過
で
あ
る
。

⑵　

貸
与
の
申
出
が
あ
り
、
現

在
、
境
、
海
屋
の
土
地
に
つ
い

て
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
参
加

事
業
者
を
募
集
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

⑶　

稲
元
、
鍋
田
の
未
使
用
公

有
財
産
は
、
太
陽
光
発
電
事
業

者
の
募
集
は
考
え
て
い
な
い
。

他
の
有
効
な
活
用
方
法
を
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

貸
与
の
希
望
が
あ
り
事
業
者

の
募
集
準
備
を
し
て
い
る

効
果
の
高
い
実
施
方
法
や
新
規

事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

未
使
用
公
有
財
産
の

有
効
活
用
を




